
地域学校協働活動とは
地域の高齢者、成人、学生、保護者、ＰＴＡ、ＮＰＯ、民間企業、団体・機関等の幅広い

地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を

核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行

う様々な活動です。地域が学校や子どもたちを応援・支援するという一方向の関係だけでな

く、例えば学校と地域住民が共に地域の課題を解決する活動や地域行事に子どもたちが参画

して共に地域づくりに関わる取組を推進するなど、地域と学校がパートナーシップにより、

双方向で活動する取組です。

双方向の「連携・協働」
地域が学校・子どもたちを応援・支

援するという一方向の関係だけではな

く、子どもの成長を軸として、地域と

学校がパートナーとして連携・協働し、

活動を進めます。

将来の地域の担い手を育成し、地域

住民のつながりを深めることにより、

自立した地域社会の基盤・活性化を図

る「学校を核とした地域づくり」を推

進し、地域の創生につながっていくこ

とが期待されます。

地域学校協働活動のしくみ



地域学校協働活動の必要性
東日本大震災及び原子力発電所事故による避難指示等により、ふるさとを離れなければなら

なくなった経験を通し、改めて学校は、地域コミュニティの核であると再認識されました。

少子化や過疎化の進行により、地域における教育力の低下、家庭の孤立化等の課題や、学校

を取り巻く問題が複雑化・困難化しており、学校だけでなく社会総がかりでの教育が求められ

ています。そのためには、地域と学校がパートナーとして連携・協働するための組織的・継続

的な仕組みが必要不可欠です。

地域学校協働活動による効果
１ 児童生徒にとって期待される効果

① 学力向上の基盤をつくります

② 「生きる力」の育成につながります

③ 社会性が育まれます

２ 学校・教職員にとって期待される効果

① 授業内容が充実します

② 地域との信頼関係が構築されます

③ 地域への理解が深まります

④ 多忙化解消につながります

３ 地域にとって期待される効果

① 地域の教育力が向上します

② 地域コミュニティが活性化します

③ 地域住民の生きがいづくりや自己実現

につながります

地域学校協働活動の必要性とその効果



コミュニティ・スクール
地域学校協働活動を推進するため

には、地域と学校がお互いに「当事

者」となり、育てたい子ども像や目指

すべき教育のビジョンを保護者や地域

と共有し、目標の実現に向けてともに

協働していくことが大切になります。

そのための仕組みがコミュニティ・ス

クール（学校運営協議会制度）です。

学校の推進体制
地域連携担当教職員：学校側の窓口

１ 計画の作成や研修の企画・運営など、学校と

地域が連携・協働して行う取組の調整に関する

こと

２ 学校の情報発信や関係団体等との連絡調整な

ど、学校と地域が連携・協働して行う取組の連

絡や情報収集に関すること

３ 活動の実践や支援など、学校と地域が連携・

行動して行う取組の充実、校内組織（例：地域

学校協働推進委員会）の整備に関すること

地域の推進体制
地域コーディネーター：地域側の窓口

１ 学校のニーズに応じたボランティアの

紹介など地域と学校のつながりづくり

２ 計画作成や打合せ機会の設定などの管

理・運営、地域や保護者、学校への情報

発信、地域人材や関係機関等に関する情

報収集等の役割

３ 幅広い地域住民や団体等の参画により

形成された緩やかなネットワーク（市町

村地域学校協働本部）の整備

地域学校協働活動の進め方



地域学校協働活動実施上の課題とその対応

チェック項目 

① 地域連携協働活動の全体計画が作成されている。

② 教職員が地域連携協働活動の意義や内容について共通理解が図られている。

③ 教職員のニーズを把握し、年間活動計画が作成されている。

④ 地域コーディネーターとの話し合いや情報共有がなされている。

⑤ チーム体制や活動環境（ボランティア室等）が整備されている。

⑥ 明確な目標のもと効果的な学習方法が展開されている。

⑦ 活動を評価し、その成果を確認し改善を加えている。

⑧ 活動の状況が地域や保護者に発信されている。

⑨ 計画書や報告書、人材リスト等、次年度につながる資料が累積されている。

⑩ 活動を通し、めざす子ども像に近づき地域住民のつながりが生まれている。

連携協働活動チェックシート



未来の担い手をはぐくむ教育を相双から

双葉郡8町村で取り組む「ふるさと創造学」
「ふるさと創造学」とは、双葉郡8町村の学校が地域を題材に取り組む、探究的な学習活動

の総称です。テーマや活動内容は町村や学校の特色やねらい、子どもたちの実態に応じて設定

し、総合的な学習の時間を中心に進められています。年1回開催するサミットでは、８町村立

小中学校、県立ふたば未来学園中学校・高等学校の児童生徒が自分たちの学習の成果について

発表し合い、意見交換をします。

相双版地域学校協働活動

現在進められている東日本大震災及び原子力発電所事故からの復興・創生には、持続可能な

地域づくりの担い手を育成しなければなりません。そのためには、これまでの伝統を礎に、新

たな教育活動の展開が求められます。地域が、学校や子どもを支援するという従来の一方向の

関係だけでなく、学校も地域に貢献していくことで、地域と学校が強固なパートナーシップを

構築し、学校や家庭、地域、社会がつながりを深め、学校の実情及び幼児、児童生徒一人一人

の心身の発達や特性等を考慮した教育を行っていくことが、より一層必要となります。そこで、

「よりよい学校教育を通してよりよい社会を創る」という理念を学校と社会とが共有し、それ

ぞれの学校において、必要な学習内容をどのように学び、どのような資質・能力を身につけら

れるようにするのかを教育課程において明確にしながら、社会との連携及び協働により、「社

会に開かれた教育課程」の実現（地域とともにある学校づくり：学校の創生）を図る必要があ

ります。



研修の企画・運営

研修主任等と連携し、年間の研修計画に
地域との連携・協働活動に関する研修を位
置づけましょう。

【内容例】
○地域学校協働活動推進の経緯や意義
○推進のための体制づくり
○各学年のニーズ確認、活動づくり 等

【方法例】
○講話 ○ブレインストーミング
○ロールプレイング ○事例研究
○研究授業 ○付箋紙の活用
○実習・見学・フィールドワーク 等

学校と地域の相互の情報を共有するため
に、年間を通して効果的に進めることがで
きるよう、時期や対象、方法等に応じた情
報を収集し、活動の計画や活動の様子を発
信しましょう。

【情報発信の方法や機会の例】
○学校のHP ○一斉メール ○おたより
○授業参観 ○懇談会 ○学校行事
○回覧板 ○行政HP ○PTA総会
○ふくしま教育週間 ○広報誌
○自治会等の会議や行事
○中学校区での研修会や会議
○公民館等でのチラシ配布 等

地域との連携・協働をより充実させるた
めにも、その成果を評価し、その結果を
コーディネーターやボランティアと共有し
ましょう。カリキュラム・マネジメントの
観点からも、活動がどれだけ児童生徒の学
習活動に効果があったのか評価していくこ
とが求められます。

【評価の目的】
○活動の効果を見る ○取組の改善を図る
○意欲を喚起する ○組織の活性化を図る

【評価対象例】
○児童生徒 ○教職員 ○保護者
○ボランティア ○地域住民 等

【評価方法例】
○話し合い・感想 ○アンケート
○活動の観察 ○聞き取り 等

情報収集と発信

計画や活動に
ついての評価

各教育事務所や市町村教育委員会、関係
団体やボランティア、地域学校協働活動推
進員（地域コーディネーター）との連絡調
整をしましょう。

【連携・協働先の例】
○公民館・生涯学習センター ○自治会
○青少年健全育成団体 ○育成会
○スポーツ少年団 ○婦人会
○社会教育施設
○近隣の幼・保・小・中・高・
特別支援学校の地域連携担当教職員 等

※打ち合わせや実施案などの各種様式を事
前に準備しておくと、活動もスムーズです。

チーム機能を生かし、自分の担当学年や教
科・領域等で、これまでの実践を踏まえて授
業や活動を実践したり、他学年の授業や活動
について支援したりしましょう。

＜現状把握と分析、課題の明確化＞
各校の現状にあった計画を作成するため

に、学校教育目標、各教科等の目標、児童
生徒・保護者・地域等の実態や願いを把握
しましょう。また、裏表紙の「チェック
シート」活用し、計画や組織、活動におけ
る自校の課題を明確にし、チーム機能を生
かして、長期・中期・短期的スパンでの課
題解決を目指しましょう。

＜計画の作成＞
教育目標を具現化するため、学校全体と

して地域学校協働活動にどのように取り組
んでいくかを示した「地域連携全体計画」
や、一年間でどのような連携・協働活動を
行うかをまとめた「地域連携年間活動計
画」の作成・改善を進めましょう。

連絡調整

活動の実践・支援

計画の作成
及び改善

地域連携担当教職員の１年間



域内市町村の地域学校協働活動の取組

新地町の取組事例
南相馬市では、報徳仕法の根本精神である「至誠」を活かした教育を展開し、郷土を愛し豊

かな心を育む教育「至誠学」を推進しています。地域の人材を活用して相馬野馬追の学習をし

たり、市内の高校と連携したりと、各学校で工夫した取り組みがなされています。

飯舘村の取組事例
「飯舘村学校運営協議会」を設置し、「ふるさと教育」を展開しています。区長さんや村支

援アドバイザー、ボランティアの方々を講師に、全校生で田植え体験をしています。また、自

分たちの学校や地域の歴史・文化への興味・関心を高め、ふるさとを思う気持ちを育てるため

に、「本校舎めぐり」も行っています。

南相馬市の取組事例
南相馬市では、報徳仕法の根本精神である「至誠」を活かした教育を展開し、郷土を愛し豊

かな心を育む教育「至誠学」を推進しています。地域の人材を活用して相馬野馬追の学習をし

たり、市内の高校と連携したりと、各学校で工夫した取り組みがなされています。

相馬市の取組事例
南相馬市では、報徳仕法の根本精神である「至誠」を活かした教育を展開し、郷土を愛し豊

かな心を育む教育「至誠学」を推進しています。地域の人材を活用して相馬野馬追の学習をし

たり、市内の高校と連携したりと、各学校で工夫した取り組みがなされています。



令和２年度

地域学校協働活動の取組



令和２年度

放課後子ども教室の取組



域内市町村の地域学校協働活動の取組






